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習志野市の人口推計及び人口減少対策について
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Q:人口減少対策についての現状、課題、展望を伺う。

A:本市の人口推計では、令和７年度に人口のピークを迎え、その後令
和31年度には約１６万７千人に減少すると推計をしている。
幅広い観点から人口減少抑制策を検討し、取組を進める。
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習志野市 3年間の合計数

八千代市 ３８２人 転出超過

船橋市 ２７６人 転入超過

千葉市花見川区 １８１人 転出超過

市川市 ３５人 転入超過

人口減少対策への考え方

人口減少対策として政府は２０３０年までがラストチャンスとされてい
ます。国全体で人口減少、少子化に取り組まなければならない一方で、
一自治体では何が出来るのかを考えていかなければなりません。
首都圏へのアクセスで地の利に恵まれている本市において、プラスす
べき政策は結婚支援はもとより、出産、子育て・子育ち、教育政策の
充実が必須であると考えます。
そして市内に３大学を有し、学生が多く活動している本市においては、
「創業・起業のまち」としてのブランディング化を図っていく必要があり
ます。引き続き、大所高所に立った視点で政策を考えて参ります。
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